
3. 問題提起
石野遺跡の土器は、マリアナ諸島で使用されてい

た平底土器群と酷似するから、系統不明とする結

論は検証が必要である。本発表では、論点を以下

の３点にまとめ、石野遺跡の再評価を試みる。

 ① 土器の比較により、その系統を明確にする

 ② 沖縄説の根拠となった情報を整理する

 ③ 世界史から石野遺跡を評価する
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石野遺跡の土器と、マリアナ諸島の平底土器群の比較 4-1. ①土器の比較
石野遺跡の土器と、マリアナ諸島南部で出土する

平底土器群の特徴を比較した。（左表）
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グアム島北部の⼟器（島﨑2019）
（Moore 1983）をもとに作成
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1991年：石野遺跡発見

1992年：分布調査報告書刊行

1993年：発掘調査実施

２００５年：発掘調査報告書刊行

2. 現状
2005年刊行の発掘調査報告書にて、石野

遺跡の土器は、他地域と比較対照困難な独

自の在地土器と評価されている。その一方

で、積石遺構の存在から、石野遺跡は「沖縄

方面との関係が極めて密接なものであった

と思われる」（早川2005）と評価された。（以下、

「沖縄説」とする）
北硫黄島と石野遺跡の位置（等高線図は国土地理院の基盤地図情報より作成）

1. 石野遺跡の概要

主に2004年時点の情報 備考・2005年以降の情報

器形
直立気味の深鉢土器を主体に、小型の鉢形土器
や船形土器を含む。いずれも平底

器壁が垂直に近い角度で短く立ち上がる大小の
平底土器群。厚手の平鍋形土器（Pan, Griddle, 
Robust ware）が特徴的な器種

口縁部
（第1類）胴部の厚さ＞口縁の厚さ
（第2類）胴部の厚さ＝口縁の厚さ

（Rim Type A/Unthickened rim）
胴部の厚さ≧口縁の厚さ

厚さ
厚さ1.8〜2.1cm以上の厚手の大型土器と、多少
緻密な薄手小型土器からなる（0.6〜3.5cm）

器壁や底部の最大厚が1.8〜4.0cm程度の分厚い
粗製土器と、比較的薄手の土器からなる

口径
口径は47〜50cmを測るものが多く、一部は60cm
に達する。楕円形を呈する可能性もある

推定40〜64cm程度と大型の例が多い
一部は片口状の口縁を有し楕円形を呈する

混和材
胎土

胎土に大量の岩片が混入した粗雑な土器で、器
面に無数のひび割れを発生させている。石灰砂と
された白色粒は長石である

CSTまたはMST。特に厚手土器の場合、直径0.5
〜0.7cm程度の大粒の凝灰質な岩片を含み、脆く
粗雑と表現される例が多い

小型の薄手土器は、厚手の平鍋形土器と比較し
て粒子の細かい粘土を用いており、硬質である

調整
施文等

横ナデ調整。全て無紋
網代圧痕が認められる

磨きやナデなど「smoothed」調整。ごく一部の土
器の口唇部に施文が認められるが、大半は無
文。一部の外底部に網代圧痕が認められる

ハケ目に相当するとみられる横方向の
「roughened」調整も認められる
網代圧痕は起源前後の土器の指標とされる

赤色
スリップ
の有無

1992年の分布調査報告書では「赤色」という表現
が多用されているが、2005年の発掘調査報告書
の記載と発表者の観察からは、赤色スリップを施
した土器は確認できない

赤色スリップは500BCE以降急速に割合を減らし、
500CE頃までに消失する。
平鍋形土器は一部に赤色スリップが施される。

500BCE〜100CE頃は平鍋形土器にも赤色スリッ
プが多用されるが、100CE以降はほぼ用いられな
くなる
赤色スリップが施された鉢形土器(bowl)は、100〜
500CE頃までわずかに存続する

薄手土器は丸平底でやや口が狭まるものや、平
底で器壁が垂直に立ち上がるものがみられる
700〜500BCE：平鍋形土器が出現
500BCE〜500CE：平底土器群が主な器種
500〜1000CE：古い平底土器群と、タイプB口縁を
有する新しい土器が混在する
〜1000CE：平鍋形土器が消滅する

極端な厚手土器と薄手土器が共伴するため、土
器の厚さの偏差が他の時期の土器群より大きく
なる傾向がある
薄手土器には、ビーカー/カップ形（beaker/cup）
と表現される小径の器種や、より大口径の器種
が存在する

石野遺跡の土器　約2000〜1800年前
（2点の14C年代測定による）

約2500〜1500年前のマリアナ諸島の土器



7. 結論
・石野遺跡の土器は、マリアナ諸島で同時代（主に500BCE〜500CE頃）に使用され

ていた平底土器群が、北硫黄島周辺で現地生産されたものと強く推測できる。

・今後詳細な調査が必要であるが、土器の特徴だけをみても、石野遺跡はマリアナ諸島

から北上したチャモルの祖先が遺したものとみるのが妥当ではないか。

・石野遺跡は沖縄方面との関係が密接だという説は、現時点では根拠が乏しい。発掘調

査報告書や、調査関係者の自著にみられる従来の石野遺跡の評価には、マリアナ諸島

考古学の文献が適切に参照されておらず、根本的な見直しが必要である。

6. ③世界史における石野遺跡の重要性
石器や貝製品等の検証も別途必要ではあるが、土器の特徴だけをみた場合、石

野遺跡は、紀元前後にマリアナ諸島から北上したチャモルの祖先が日本国内に遺

した遺跡である。遺跡の性格についてだが、石野遺跡の発見当時は、マリアナ諸

島島民が北硫黄島に漂着した結果（印東1992）との仮説も提示された。しかし①で

示した通り、土器を現地生産していることから、偶発的な漂着ではなく、定住ない

し季節的なキャンプ地など、計画的な利用の結果残された可能性がある。例えば、

17世紀のチャモルの民族誌や明治期の記録からは、海鳥の採取が想定できよう。

北硫黄島のすぐ南、マリアナ諸島北部の島々（ガニ）では近年調査が進展してい

るが、紀元後1000年代以前の遺跡は未発見である（Athens 2011, Athens and 

Leppard 2019, Carson 2016）。よって、石野遺跡の存在は、ガニへの入植時期を検

討する上でも極めて重要である。また、石野遺跡に人が住んでいた紀元前後は、

当時無人であった中部・東部ミクロネシアの島々に人類が進出していった時期で

もあり、石野遺跡は、その北限にあたる。かくして石野遺跡は、世界史のなかで慎

重に評価されなければならない重要な遺跡であり、再評価と、正確な情報の国内

外への発信が急務である。

ミクロネシア各島における初期居住時期（最古級の遺跡のおおよその年代）

5. ②沖縄説の根拠と問題点
石野遺跡の積石遺構は発見時から、シャコガイとサンゴが上面に置かれていたことを根拠に「祭祀遺構か墓

地」 （早川・小林1992 p.36）とされ、発掘調査報告書では、弥生時代〜古墳時代にかけての墓との類似から「沖

縄方面と深い関係にあることを示唆している。」（早川2005 P.73）と結論付けられた。マリアナ諸島との関係につ

いては否定的である（早川・小林1992 pp.35-36） 。小田静夫（1996, 1998, 2019）も自著にて、長谷部言人（1928）

の遺跡類系を引用し、マリアナ諸島には「珊瑚礁塊を積んでプラットフォーム状にした遺構（中略）は認められ

ない」として、沖縄説を補強した。しかし、マリアナ諸島に石灰岩礫を用いた積石遺構や石壁状遺構（機能や時

期は諸説あり詳細不明なものが多い）が存在することは、1960年代以降(Reinman n.d., 1977）現在まで複数

の報告があるため、単なる文献調査不足である。

4-2. ①石野遺跡の土器の系統
石野遺跡の土器は、同時代（紀元前後）のマリアナ諸島で主に使用されていた平底土器群と、特徴が極めて

類似する。Dickinson(2006, 早川2005)による混和材分析の結果から、マリアナ諸島から持ち込まれたのではなく、

北硫黄島またはその周辺で現地生産されたものと強く推測できる。

印東（１９９２）は、石野遺跡の土器がマリアナ諸島のラッテ期

（800/1000〜1700CE）の土器と類似する、と指摘してい

る。だが、石野遺跡の土器には、ラッテ期土器の特徴である

タイプB口縁（thickened rim）や丸底の底部片が認められ

ないため、ラッテ期に由来する土器である可能性は極めて低い。

グアムやサイパンなどマリアナ諸島南部では、開発等に伴う多くの緊急調査が毎年実施されており、調

査成果は年々蓄積されている。しかし、 2005年刊行の石野遺跡の発掘調査報告書で引用されている

マリアナ諸島考古学関連の文献は、『ミクロネシアの先史文化』（高山純1983）1冊のみである（早川2005） 。

つまり、この報告書には、1980年代から2000年代初頭までにマリアナ諸島で急速に進展した調査研

究の成果、特に土器編年の精緻化が、一切反映されていない。
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